
ヘルスクラブ ジ・イースト　会則　個人会員・法人会員

第１条 （名称）
本クラブは、ジ・イースト（以下「本クラブ」という。）と称します。

第２条 （所在地）
本クラブの所在地は、「東京都江東区東陽６丁目 -３番 -３号ホテル イースト２１東京内」とします。

第３条 （運営・管理）
本クラブは、鹿島東京開発株式会社（以下「会社」という。）がその運営・管理に当たります。

第４条 （本クラブの施設）
会員（第６条に定めるところによるものとし、以下、単に「会員」という。）は、本会則及び別に定める細則（以下「細則」という。）
に示された規定に従って、本クラブの以下の施設（以下「施設」という。）を利用することができます。
・アスレチックジム　・インドアプール　・サウナ＆バス　・ガーデンプール（夏期のみ）　・クラブサロン 

第５条 （目的）
本クラブは、会員がクラブ内の施設を利用することにより、会員の心身の健康維持及び増進を図るとともに、会員相互の親睦を図り、
格調ある社交クラブを目指すことを目的とします。

第６条 （会員）
１. 本クラブは、会員制とし、本クラブに登録することによって会員資格が生ずるものとします。会員の種類は次の通りとします。
　（１）個人会員：  個人を対象とし、記名式とします。
　（２）法人会員：  法人を対象とし、記名式１名とします。 
２. 会社は、将来、施設の利用状況を判断して、前項に定める種類以外の会員を定めることができます。 

第７条 （入会資格）
本クラブへの入会資格を有する者は、次の各号のいずれにも該当する方とします。
　（１）満２０歳以上の方
　（２）健康に異常がなく、自己の健康管理能力を有する方 
　（３）本クラブの会員として相応しい品位と社会的信用のある方 
　（４）身体に刺青、タトゥー及びこれに類するものが入っていない方 
　（５）暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを保証できる方
　（６）伝染病、その他他人に伝染または感染する恐れのある疾患を有してない方
　（７）本会則及び、細則その他本クラブが定める規約を承認していただける方 

第８条 （入会手続）
１. 本クラブに入会を希望するものは、所定の申込み手続を行い、会社の承認を得た後、入会金、会員資格保証金を会社に納入しな
　　ければなりません。なお、入会金及び会員資格保証金は、会社が別に定める金額とします。 
２. 会社は、施設の状況その他諸事情を勘案し、入会をお断りすることができ、その理由を提示する義務を負わないものとします。 

第９条 （入会金）
入会金は、如何なる場合にも返還しません。

第１０条 （会員資格保証金）
１. 会員資格保証金は、無利息とし、入会時から１０年間は据置きとします。 
２. 会社は、会員資格保証金を領収した場合、その証として会員に会員資格保証金預かり証書を交付します。 
３. 会員が第１４条により会員資格を喪失した場合、会員資格保証金は返還します。 
４. 前項に定める場合のほか本会則及び細則の定めるところにより会員資格保証金を返還する場合において、年会費等の未納金その他
　　会社に対して支払うべき債務がある場合、会社は、会員資格保証金よりこれを差し引くことができます。 
５. 会員資格保証金を相続人に返還する場合には、会員資格保証金預かり証書のほかに、相続を証明する書面を提出するものとします。 

第１１条 （会員資格保証金返還の特例）
会員資格保証金は、会員が次の各号の一つに該当した場合に限り、前条第１項の据置き期間内においても、細則に定めるところにより、
その全部又は一部を返還します。
　（１）死亡した場合 
　（２）傷病等により本クラブの利用を継続することが不可能となった場合 
　（３）海外永住等により本クラブの利用が不可能になった場合 
　（４）法人会員の場合で、当該法人が解散した場合 
　（５）除名された場合 

第１２条 （除名）
会員が次の各号の一つに該当すると認めた場合、会社は、会員を除名することができます。
　（１）年会費、その他の支払を 3 ヵ月以上滞納したとき 
　（２）施設を故意または重大な過失により破損させ、又は備え付け備品を持ち出したとき
　（３）本会則、細則その他会社の定める事項に違反したとき
　（４）他の利用客やスタッフに対する暴力的要求行為や誹謗中傷行為があったとき
　（５）法的な責任を超えた不当な要求行為があったとき
　（６）入会手続において虚偽の内容を申告し、または重大な事実を隠匿したことが判明したとき
　（７）本クラブの指示に従わない行為等により本クラブ運営に支障をきたしたとき
　（８）他の利用客やスタッフに対し迷惑となる行為をし、注意した後も改善がみられないとき
　（９）その他会員としての品位を損ない、公序良俗に反する行為があったとき 
第 13 条 （会員資格の譲渡）
１. 本クラブの会員資格は、担保等に供することはできません。 
２.  本クラブの会員資格は、次の各号の一つに該当し、かつ、第７条の資格を有する方を対象として、所定の手続を経て、
　　会社の承認を得て名義変更することができます。なお、名義変更手数料については別途定めます。
　　（１）個人会員  
　　　  ① 配偶者または二親等以内の親族への変更
　　　  ② 第三者（上記以外の個人または法人） 
　　（２）法人会員 
　　 　 ① 同一法人内に在籍する方への変更（記名人変更）
　　 　 ② 第三者（上記以外の個人または法人） 
３.  名義変更は、年会費その他未納金がある場合には、その手続をすることができません。 

第 14 条 （会員資格の喪失）
１. 会員は次の各号の一つに該当した場合、その資格を失います。
　　（１）退会した場合 
　　（２）除名された場合 
　　（３）死亡した場合 
　　（４）法人会員の記名人の名義変更 
　　（５）法人会員の場合には、当該法人が解散した場合
２. 前 項 ２ 号 の 場 合 を 除 き 、当 会 所 定 の 退 会 届 を 受 理 し た 日 の 月 の 末 日 を も っ て 退 会 日 と し 、退会日をもって会員契約
　　が終了するものとします。 

第 15 条 （会員証）
１. 会員には会員証を交付します。会員証は第三者に貸与することはできません。
　  なお、会員資格を喪失した場合には、直ちに会社に会員証を返還するものとします。 
２.  会員証を紛失した場合、会員は、直ちに所定の手続を行い、再発行を会社に申請するものとします。なお、再発行に伴う
　　実費は、会員の負担となります。 

第 16 条 （年会費）
１. 会員は、別途定める年会費を会社に前納しなければなりません。
　  既納の年会費は、本会則及び細則その他に別に定める場合のほかは返還しません。 
２.  会員資格を喪失した場合、当該年度の年会費は月割りとし、会員資格を喪失した日の属する月の翌月以降の会費を返還
　　するものとします。 
３.  会 員 が 年 度 途 中 に 入 会 し た 場 合 の 年 会 費 は 月 割 り と し 、入 会 日 の 属 す る 月 の ５ 日 ま で は 当 月 から、６日以降の入会者は
　　翌月から会費を納入するものとします。

第 17 条 （施設の利用）
１. 会員は、所定の料金を支払って本クラブの施設を利用することができます。 
２.  会員は、本クラブの施設を利用する場合、会員証を提示しなければなりません。
３. 会員は、本会則及び細則、並びに当社が定める諸規則を全て遵守しなければなりません。 

第 18 条 （ビジター）
１. 会社は、施設の利用状況を判断して、会員同伴の方、ホテル宿泊者及び会社が認める者をビジター（以下「ビジター」と
　　いう。）として施設を利用させることができます。
２. ビジターの施設利用は、会社が認めた場合を除き、会員の同伴を原則とし、その他の利用方法は、本会則に準ずるものと
　　します。

第 19 条 （責任事項）
１. 会員は、自己の責任と危険負担において、本クラブの施設を利用するものとし、本クラブで発生した人的物的事故につい
　　て会社は一切責任を負わないものとします。
　  ただし、フロントでお預かりした貴重品についてはこの限りではありません。 
２.  会員は、同伴したビジターの本クラブ内における行為及び本クラブに対する支払等の一切について連帯してその責任を
　　負うものとします。 

第 20 条 （施設の廃止、利用制限）
１. 天災地変、法令の制定改廃、行政指導、その他やむを得ない事由が発生した場合、会社は、施設
　　の全部または一部を廃止またはその利用を制限することができるものとします。なお、やむを
　　得ない事由により、施設の全部を廃止または利用制限する場合には、会社は、できる限り速や
　　かに告知するものとします。この場合、利用できなかった期間の補償は行わないものとします。
２．会社は、特別行事、講習会、スイミングスクール等の開催その他必要と認めたときは、会員の施設の利用
　　に支障のない範囲において、施設の一部の利用を制限することができるものとします。 
３. 施設全部の廃止の場合には会員資格保証金を除いては、その他の特別な補償は行わないものとします。 

第 21 条 （運営の関与の禁止）
会員は､本クラブの運営に関与することはできません。

第 22 条 （通知）
会員への通知または予告は、会員から届出のあった最終の住所地宛に郵送することによって足りるものとし
ます。　　
第 23 条 （細則等）
本会則に定めのない事項及び本クラブ運営上必要な事項は、細則に定めるほか、必要に応じ、会社が別途定め
ます。

第 24 条 （改正）
会社は、本会則の改正、変更を行うことができ、改正、変更の効力はすべての会員に及ぶものとします。 

改正　１９９３年５月６日　１９９９年４月１日　２０２３年４月１日


